
仕様/消費電力量について 


お を__ R -5 MP _ 巧 お 一 

摄 類 冷鼠庫 製氷皿 . I 

ぞ格巧容續 46し 滞(露受） . 1 

がおブタ 幅450 mm X 與巧490 mm X 高さ己00 mm 

コード長さ ^_ 

定格巧圧 _ 10 QV _ . 

定格周波数 5 Q -6 QHZ 共用 _ 

お動おの已〇化 65 W _ • 

定格消費肋 eOHz ] _ 6 ^ _ 

消黃霉力ち _扉内側の品費表示ラベル に表示してあ0ます。 

質 蛋 16 kg __ 


•「定格内容请」は、日本工業規格 ( J に C 9 日0りに基づき、庫內部品のうちをやず巧能に影 g がなく、工具な 
しにはずせる巧やケース等を、はずしたが態で算出したをのでず。 _ 


冷蔵庫の消費電力量について 


■ 冷蔵庫の消費這力室件間消黃运力重)は、‘99の J に C 9801の改正によりに0個隐#華化な構)規格 
に準じた試験方法により測定し表示していまず。 

■ 消費電力置の試験条件 _ 


J 1 S C 9801 


周巧温度 
と湿度 

温度調節装屋による 
庫内の^^^ 

離 

rnrnrntimpmm 

巧で 

70±已96 

ぶ窟室5 ’GLUT 

冷属室25回/日 

年商おを電^が kWh / 年） 
W 25 X 365 曰/年 

:豁消量顆畫琵聲譜君!^違某り置觀黯多扉の数、触のぉ 

1 蔵重などにより変化します。 

1 


_1 

‘ ；.. み，:;、 


を惰点樣 


•長年ご使用のを巧库の点巧を！ 

♦電巧コード.フラグぴ異巧に熱い- 
-, 一 TSA •ド か！巧コ—ドに誤い傷や巧おびある。 
しんな現巧は♦ホげ曼いにおいびずる， 

ありませんかミ端 I 織まつている. 

•その化の巧巧や故!峰びある， 


佩や mmit のたぬ .コンも 
ントかろ《巧フラグをはずし 
て.必ず眠朝!に.点が • 

ぞご巧敦ください。«巧など 
なししにとは販想店にご相な 
<た’さしん 




お 名 
購入店名 


巧入年月日.購入店名を 
記入しておいてくださ 
し、。ヴービスを依巧され 
るとをに便利でず。 


溝入年月曰 


株式会社日立製作所 

f 1 05-8430 東京が港区西綱お-1已 -12 mis (03) 3502-21 11 


R- 己 MP ® 


HITACHI 


曰立冷蔵庫 

おる 


R - 5 MP 开ミ 



仕 SI / 


この取扱説明害をよくお読みになり、正しくお使いくたさい。 お曼お力まについァ 

特に巧を上のごま鼠!は、ご使用前にがずお読みください。 

取扱説明*はな誌» • ご巧訟巧口一 g 表と巧に大切にな存してください。 ^--一 ■ 





















(下の写賣は貯窟場所に適した食品配置の一例でず) 



詳しくはが7ページ ビール、牛乳などの貯 

蔵にごが用ください。 


※製品は改良のため写真と相違することびあります。 


•豆腐-野菜などの水気の多い食品を製氷室の真下に入れないでください。適度び低いため、食 
品び凍結することびあります。 

• 製氷室にビン類を入れないでください。中身び凍つて割れることびあります。 

•製氷皿は、図のよラな方巧に折り曲げないでください。 、ン•し^。 

割れることびあります。 


参ご使用の前に、この巧全上のごま意」をよくお 
読みのラえ正しくお使いください。 

参ここに示したま意事項は、製晶を安全に正しく 
お使い頂を、あなたや他の人々への危富や損害 
を未がに防止するためのちのですので、必ず 
守ってくだごい。 


A 蓄告と A ま意の意おは次の通りです。 


A 警告 

疆いを誤った場合' 死亡や 
重^^0重大な結果に結び付 
く可能性び大さいちの。 

A ま意 

取扱いを誤った場合、傷害ま 
たは家屋-家具などの物的損 
割こおび巧く可能性びあるも 
の。 


参本文中の r 図記号」の意がはなの通0でず。 


〇 

r 必ずしてほしい行為」を表わ 
します。 


電源フラグを必ずコンセント 
から巧いてください。 

@ 

必ずアース線を接続して < だ 
さい。 

Q 

「禁止」を表わします。 


分解しないで < ださい。 


触れないでください。 


めれた手で触れないでくださ 
しん 


水をかけないで<ださい。 


•お読みになつた樹ま、お使いになる方びいつで 
ち見られる巧に必ず保存してください。 



R- 目 MP 〔 3 I 











安全上のご注意 


► 電巧ブラグを巧くときは電源コードを持たずに 
先端のお原プラグを持って弓1きな< 

コードを持って巧くと、感猩‘シヨート*発乂 
の原因にな0まず。 ^ 


I 載原コードをを房庫の巧や家具などでをまない 

感電.乂災の原因になります。 


を 


ち源フラグを持つ 



まおコードや電源プラグが傷んでいたりコンセ 
ントの差し&みがゆるいとさは使用しない 

感霉.シヨート-発乂の原因になります。 




>巧時周ご巧用にな5ないときはま源フラグをコ 
ンセントか5抜く 

絶縁劣化による感ち.焉霉-発火の原因になり 

ま V 聲 

巧 源フラグを巧く ® 、 

>電源コードを傍付けたり細工したり^に曲げ 
たり引おったりねじったりたばねたりしない 

感霉•シヨート.発乂の原因になります。 




0 

禁止 • 



>免原プラグをを唐庫の背面で巧し付けない 

霉源フラグび傷付を、過熱-火災の原因になり 
ます。 




>ガス巧れに気づいた6ぶ窟巧やコンセントにな 
れずにガスの元をを巧めて換気ずる 

引乂巧!発し、乂災ややけどの原因になりまず。 


〇 


>可がせスプレーを近<で使わない 

引乂する危おがあります。 


纖4 ィ 




>引义しやずいちのは入れない 

爆発する危険びあります。 




R-5MP 


A 警告 


I 上に不安定なものを置かない 

ドアの開閉で落下し、けびをすることがありま 

す。 な、 




► 水を入れた容器などは置かない 

こぼれた水で霉気部品の絶縁び悪くなり、感 
霉■乂災の原因にな0ます。^ 



>異常時(こげ臭いなど)は巧源プラグを巧を ^ 
を中止ずる 

異常のまま運黯を続けると、感電や乂災などの 
原因になります。 


C 


巧巧フラグを巧く 



>水をかけない 

霉気部品の絶縁び悪<なり、感電■义災の原因 
になります。 



>アースを li 実に巧り付ける 

アースび不完全な場合、故障や焉奪のとをに感 
電ずることびあ0ます。工事び必要な場合は、 
販売ちに依賴してください。 II 

(詳しくはが7ぺージ） 11 J 


〇 


アースな接続 


•を扇庫を廃棄化分ずるときはドアバッキングを 
はずずまたか巧が遊ぶ境巧に放置しない 

幼児び閒じ込められると危検です。 


〇 


バッキングをはずず 


>分解 • • 改造は巧巧にしない 

感電-乂災*けびなどの原因になります。 

分解.修理が必要なときは、販売店にご巧談く 
ださい。 . 


硬）雜 



>ドアにぶ5さがった0しない 
冷歲庫が倒れた0、手をはさんだ0してけがを 
することがあ0ます。 


0纖 

禁止 

>医ち品や学術資料は入れない 

家庭用冷蔵庫では、温度管理の厳しいをのは保 
存できません。 

G ) 響 

祭止 


•湿気のそいところや水がかかるところに据え付 
けない 

絶縁劣化による感電-漏電-発乂の原因になり 
ます。 


アース 接統 ねじ 







A ) 王局 


► お氷室巧の食品や客器(鞠こ金属製のもの)にはめ 
れた手でがれない 么 S ， 

凍傷の原因になります。 




>食品を«よ0前に出さない 
食品を棚より前に出すと、ドアが閉まらなく 
なったり、ドアポケットに入れたビンなどを割 
ることびあ0ます。 

/〇 I ノ 


•を熟車底面に手を入れない _ 

冷蔵庫の底には鉄板があ0、けびの原因になり 

^ 111 - OO - 


(§) 


• 巧が丈夫で水平なところに据え付ける 

不巧をな所に据え付けまずと、ドアの開閉など 
でを蔵庫び倒れ、けびの原因になります。 

(詳しくはが7ページ）_ 


〇 す苗 

_水平におえ付ける_ぺ^わ ir ^ 

»異臭びしたりを色した食品は食べない 

腐敗により、病気の原因になることびありま 
ず。 



• 製氷室にビン巧を入れない 

中身び凍って割れ、けびの原因にな0ます。 

S ) 伊 

_ 壌 止._レ^_ 一 

■冷届炼背面のなが部に手を入れたり氏お徹こが 
れない， 

高温ですので、やけどやけびの原因になります。 



>巧 j ま库を運搬ずるとをは京胃と天面^を持つ 

ほかの部分を持つと、手びすべつてけびの原因 

'"a @«績 


前 K ® と天面を街を* 

るとき 


ずるときドアを苗なずるときヒンジ挪こ手 
をかけない 

指をはさんで、けがをずることがありまず。 


々 qo 二 




■ 停聖したときは 

•ドアの顏巧を、でさるだけかなくしてください。 

• 新しい食品のお顧ま、庫巧の温宴を离くするので、 

_をけてください 。 — _ _ _ 

■ 長時間使わないとさは 

•カビが生えたり、においびこをつたりしないよラ、 

庫巧を掃除し、2〜3曰ドアをおけて乾燥させてくだ 

さい。-:.;: I 


■ ^1® に傷がつし、たときは 

放ヴておく i と、さびび発生しまずので、早めに処置し 
てぐださい。 .:^ ;:; 

傭単な巧獻法 

•かさな傷は、シ—ルをはる。かムを巧 
•乂をな巧は、巧水性のある壁し'。 

巧巧はる。 な^\ 

(ごびは、おやず D で落してから） \ 


周囲にずを間を 

• 図のよラにずさ間をとって<ださ 
し、。ずを間をおけませんと、ぶ熱 
が悪くなり、窜気代び増えたり壁 
材びを色した0汚れた D します。 
•背面ストツパーび壁にがれまず 
と、振動音び発生することびあ0 
まずので、壁から巧して<ださ 
い。 

r A 警^ ’ 

• 巧源プラグを荷西巧の昔面で巧 
し付けない 

おおフラグび傷付き、過熱•乂 
災の原因になりまず。_ ノ 

•下図に示す部品は、圧箱儀の接 
触巧止用背面ストッパーです。 
滿蔵庫据付前に矢印の方向に倒 
してご使用ください。 


上面 

30cmL ツ上 





背面 " 
1 0cm 
社 


の少ないところに 

* 直が曰光やガスレンジなどの熱影 
* を受けますと、冷が力び悪ぐ 
なったりしまず， 

• 胃や水びかかったりしますと、 

絶房び悪くなった0、さびた0し. 

;まず八;;：；:：；引すげす;; 

移動ずるとをは 

•必ずちおプラグを巧いてくださし、 

•き品をおり化し、粗馆勤の水を捨 
ててくださしん ' 

♦遇巧ずるとさは、図の位直にををか 
けてください。 

: :- : i .-.お 

転居などで運搬ずるとき 

•横璋みしないで<ださしん巧ちの原 
因になりまず。 

• 5 O 60 Hz いルツ)共用でず。 


床が丈夫で水平なところに 

• 謂節脚を矢印の方向に回して床に着け、 
巧定ごせます。 

不安定な据无付けは、屬音や振動の原因 
になりまず。 - 

• じゅラたん•是などの床面び弱い場を 
は、下側全面にしっかりとした板を數し、 
てください。 

冷窟库の底の熱による床の変色を防げま 

す n i II I 



A 迂意 

• 巧が丈夫で水平なところに据无がける 

不安定な巧に据え付けますと、ドアの開巧な 
どでち廣更び掛0、けがの原因になります。 

• 喔»致施しく巧り册目れて L、 るか巧段する 

正しく取り付けられていないと、除霜水び磊 
れ、巧や壁などをなめる原因になります。 


A 汪意 _ 

• 满 a 巧をするときは苗化^と天 
巧待つ 

ほかの部分を持つと、手びずべつて 
けがの原因にな0ます。 



アース線の捏瞧について 

感运防止のため、主商‘就し傷の床-地下室など湿気や 
ホ気のある場巧におえ巧ける場合は、必ずアースをして 
ください。 

別論: r アース線な如が だ :.；：：^ 
含 gas 奮号: NW — 60 R 6 艮2 —气 

精華価巧： 300巧が測）（平成12年10月現在） 

• コンセントにアース端子がある場合 
アース巧(巧 S してし、ません)を使い、背面下部の<アー 
ス接続ねじ〉に接続してくださし、。 

II ァ心踞滿卜 


ア—スお 

(» 巧度涅1.か nm ) 


• コンセントにアース端子がなし、場合 
お費い上げのお売店または^！事風〔巧煩し、ァ… 
スエき ( D 種接地！:き有料)をしてください。 




次のようなところに接続しないでください。 

• 水道管 • ガス管(尿発. 引义の危険） 

•巧話綜のアースや裳雷封■(落蟹のときを険） 

A 警告 _ 

• アースを 確実に巧り巧ける 

アー'スび不完全な場合、故廣や療巧のとをに感巧ず 
ることびあ0ます。 


漏電しや»器について 

水賓の多いところ備店.夏巧店など窜時床商に水気のあ 
るところ）におえ巧けるち合は、アースの伽こ爲巧しや筋 
器を設展することび義務づけられてし、まず。詳しくはお買 
し、上げの販売ちにこ嘴談くださし、 










■ 温度調節ダイトルは、下表を呂をに謂節してください。 



•庫内温度の目ま 



まの温度は、周囲温度30で、食品を入れず 
に扉を規じ温度びミをしたとき、庫巧ほぼか 
巧下寄0で熟淀した値でず。- 
なお、扉の開斑、周圓遍痕、を晶の室、入れ 
具を U などにより藝 bO まず。‘‘； 


ドィャル 

使い方 ^ 

切 

•運なぞ止めたいとさ 

1〜3 

•を、窗かの就のぁいとき 

4 

5〜6 

•夏、ご使用になるとき 
• 筋まする食品が特にみいとき 
•符こ気まの高いとき 

7 

V 

• おにを tv 令が力がが要なとき 
•速く氷をつくりたいとき j 


_ A ミ主意 _ 

♦ 姑ゃ滿欄こ^!№0 

もの》にはめれた手で触れなし、 

__巧傷の原因になりまず。_ 

• 巧氷まにビン巧を入れない 

中身び凍って割れ、けびの原因にな 
0ます。 


康巧の食為!温度のなか.り方:...::.:...，.':'^.:.:..::;.:;^ 囉:蒙鳴,} i 離縷 

冷属庫は 、 J むに基づいてな妻3：^質^0)^と そこで、空気港をのを巧を慶けに< く、を就こ 


で生塵していまずび、庫巧の遺度は冷薄庫の据え 
がけげ態でか気温、使用条件などにより変化しま 

しかし、蘭巧のを品は、8善腐^であるた 
めに比熱げ大きく、その逼度は節のように大き 
く変化はしません。 

従って一おの空気温度をはれる混時計では変化 
のかない食品'温度の測定ができま巧ん。、， 

-■ ■ ■■ -- ふ打;■■おがも斗* -■ 


あぃ温宴を示ず錦な康巧温度計〉を窺^;してぃま; 

■ず。ご購スぶ»ま' お貫し、上げな)にご臟 

i:; グ■■ム，ザ .、Vk i，fc!|:. 結; ir; 山，；ミI;池'みぉ;山-»1姑诚み种如4#州おも巾;おぶも知を碱心ホ■破牌パ巧た 

，’.〜/レこしレ iV トト:;:-誠法山 ill;;. i i Ui? :; 

なぉ.一|8^0乃レコール^3^で献のを細‘ 

当温度をはかる場をは、、冷唐寒ホ縷の巧兒沖をに‘" 

約100 CC の水を入れた容器を這き、惑遠部を3^ 

商ほど浸 t 銀龄も,菜昂搞酵# 

ず. 、： ；；:.：- ミ.心.--...' :;:い..品;:;ご巧.ぶご C ' 
ツ W -扣ミ,； r’. :り'..' .-’"ち：ぃ一巧ぉ皆Iた病帛啼祥‘常^‘ 

- >がが *片啊イ！； .. I .‘. i . .1 .'いお’' いが 'ii ,，けが.-い叫げか f ホ'!ド けの ， が 華 か 1 * 1 ホ りが トト‘ 


• 冷を巧用温度計の測定値は、巧南な無夏、が気沼、設を房巧、巧巧のを気巧嚴冷ず巧のきお.停止、などのお S を受けてを 
化しまずので、冷巧0用温度計の這^巧»をよく読んでお使いくださし、 


の ( MH % •温度調節ダイヤ J レの目盛を- 1" む下にしておきますと、氷びでさないことびあります。 

W ■ 化 W .ダイヤルの旨盛を—アに含わせた時は強力に冷えますので、長く運転しますと庫巧は冷えすざます。 
ご用びすみましたら元の目盛に戻してください。 

♦ ダイヤルは’切"か5 " アへは回りません。 

•ダイヤルを•切-に、あるいはちおフラグを巧し、て連転を停止させたときは、5分じ止間をがし、て運転 
を開始させてくださし、ずぐに運転を開始ずると冷凍なの達転びラまく巧ねれません。 

• 冷蔵室巧の食品び凍るとさは、温廣辭15ダイヤルを~ r 側に迴してください。 


[ 8 J R -5 MP 


I この冷藏蘭ま自動霜取り式ではありませんので、冷却器に霜び己 mm 程度つきました5、必 
ず霜取0をしてください。 

み量の霜がっさますと冷却力び低下し、電気代び余計にかかります。 


霜取りの方法 


1 製氷姐を取 D 出します。 

2とけた瘡取り水び必ず瓷受に入るよう 
に、御(露受)の位雇を合わせます。 

3温度調節ダイヤルを**切’に合わせまず。 



( g 取)•巧心 が》» 


_ A 警告 — 

•ちちとるのにぶ巧まに水やお活をかけ 

ない電気部品の絶緑び悪< な0、感 
运•火災の原因になります。 


4 羅びを星につしでから瘡取りをしますと、とけた水を 
全て塞受で受けされず、あふれてしまいまず。 

愛受の水にをときどき確認し、あふれる前に水をすて 
てください。 ’ 

5 を却駕の霜びとけて無くなったら、やねらかい乾いた 
布で、冷却器についている水分をふきとります。 

次に、塞受にたまった水をすて、露受と庫巧について 
いる水滴をふさとってから、細廢受)ををとの位霞に 
もどします。 

6遍^ iti ダイヤルをもとの位置にもどしまず。再び冷 
却^に入ります。 : 

• ヒーター等による強海胃り方式ではありませんの 
で、特にをなど冷蔵庫の周囲温度が低し)ときは、霜 
がとけるのに長時間かかりまず。 

•; 荷に食品び入ってしぶ場合は、霜取り中でき 
るだけ扉を開けないで庫巧の食品の温度び上がらな 
いようにしましよう。 ‘ 

一ち、庫のに食品び入ってしなし膺さは、扉を開放 
して鶴勺を早く暖めまずと、指取りび早まりまず。 


の[姑！!^ •をが器についた瘡をとるのに、ナイフや 
、•化た ra y ねじまわし等は觀に使わなし巧くださ 
し^ o 冷却器に傷がつを、が障の原因にな 
0まず。 

この場合の修理は' 無が修理の親周中でイ 
ち、有巧となりまず。 も 




>長期筒留守1こするとき、または、お使いにな 
5ないとさは、冷蔵庫の電源フラグをコンセ 
ントから巧いてください。 

このとき、是がたくさんつしでし、る場合は、 
语がとけて露受から水びあふれる恐れびあり 
ますので、ごま意ください。 

>邁«115ダイヤルを"切'にしたを、ダイヤル 
ををとにをどす場合は、己分じ Lh 間をおいて 
<ださし、 
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お手入れの方法 


1逼^プラグをぶず巧きます。 

2 巧にぬるま湯か诗惟}淵を含ませてふき 
まず。 

rj 中性洗剤でふいたをは、水ぶきしまず。 


A お手入れを、ちお〕ードにきれつやす 
り傷びないことを5^しまず。 

5 糊(露我)が正レ<驭0がかられでし、る 
ことを掩認します。 

6 を源フラグを、コンセントにしつかり 
差し込みまず。 
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お手入れのポイント 

ドアバッキング 

巧れやすいところです。 
下側ちよくふさます。 


汁受け 

巧れや汁がたまったらふき 
とります。 

«(まま） 

はずして水洗いします。 •取0はずせる部品は、水洗 

いでをます。 



A 警 告 

•お手入れの底は巧巧フラグをコン 
セントか弓巧くまためれた手で巧 
さ轰ししない 

_感惡することびあります。_ 

• お巧プラグの刃及び巧の巧り巧け面 
にほこりが巧ちしている場合はよ 
くふさ取る 

ほこ0で^た S シヨートしやすくな 
り、乂义の原固になります。__ 

• がコードや做プラグんでい 
' たりコンセントの差し込みがかるい 
とさは巧用しない 

__感霉•シヨート’火災の原因になりまず。 

♦水をかけない 

の編む領くなり、婉. 
火ぶの原因になります。 


A > 王意_> 

• み届巧の底面に手を入れない 

冷親事の底面には鉄板びあり、けが 
_の原因になります。_ 

♦ 巧化の背面 こ巧入れた 

0圧縮機にふれない 

高温ですので、やけどやけがの原因 
^になります。_ ノ 

•ちしご不審な点がありましたら、すぐ 
にお買いげの販売ちにご連経 < ださ 


のおが 、 • 食用油および、かんきつ巧の巧に含まれる ホびがいた場合は 

かんた ふき取ってください。フラスチックびををしたり割れること 
びあります。 

•食品などの汁がドア表面に付いたちさは、すぐふさ巧つて 
ください。そのまま拍ちしまずと、巧をしたり、さびが発を 
ずることびありまず。 

•化ぎモラきんをご巧用の巧は、その注巧»になつてください。 

•巧のよラなものは巧わないでくださし V 
塗翔まず。 ^嘴 

シンナ ー. ベンジン.アルコール.巧^レ 
石油.お石けん-みびきが • アルカ^ 
リ性洗剤-弱アルカリ性洗剤.ワッぶ^乂 
クス•熱湯•お-たりしなど。 だ^/^ぶ^ 

鞠こアルカリが欄!、弱アルカリ做潮ぶ 
はブラスチックの®を黄変させたり、 

フラスチジク測れることがをります。 ^、 
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し、。 リ性洗剤-弱アルカリ性洗剤.ワッぶ全^か I 乂 

クス•熱湯•お-たりしなど。 だ^/^ぶ^ 
鞠こアルカリが欄!、弱アルカリ做潮ぶ 
はブラスチックの®を黄変させたり、 

フラスチジク測れることがあります。 

柏■■習他 


次のことをお調べください 

をくおえないとを 

• ち巧フラグび巧けてし)ませんか？ 

• ヒュースやブレーカーび切れていませんか？ 

•巧巧では巧0ませんか？ 

• 温度巧節ダイヤルび’切’になっていませんか？ 

食品げ巧結ずるとき 

• 為^節が适正になっていまずか？ 

• 周囲の温度び5で似下になっていませんか？ 

床面や巧巧に水がたまるとき 

• S 受曲び正しく取0巧けられていますか？ 

• ドアびを馬に当たって半说さになっていませんか？ 


音がうるさいとを 

♦巧がしっかりしていまずか？ 

•据え付けび悪く、がたつし、ていませんか？ 

• が届庫び壁などにがれてし、ませんか？ 

• をな巧の周剧こ容器などびをちてし、ませんか？ 

これはが廣ではあ0ません 

水の流れるよラな音などびずる ; 

これはを巧機の中の冷がから猪を 
ずる音で、停止中を出ることがあ 
りまず。とさどさ、さしみ音のず 
ることびありまずが、これはち巧 
器の周辺が巧び収お-おおをずる 
ために凳生ずる畜でず。 
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よくぶえないとさ 


• 温度調節が追正になつてしぽすか？ 

•直が曰光び当たったり、おくにガスレンジなどがあり 
ませんか？ 

• 熱いちのを入れたり、ドアをひんばんに開けていませ 
んか？ 

• 食品を詰めずざていませんか？ 

• 周囲の風通しはよいでずか？ 

庫巧のにおいが気になるとさ 
•においの強い食品を、ラッフしないで入れていません 
か？ 


ドアを巧めた直を、ずぐにドアを開けよラ 
とずると、ドアが重く感じる 

巧のに入った^が急に冷やされて、庫巧の圧力び一時 
のに庫かよりな< なるためでず。 

か側に*が巧く • 

周固の湿度び离いとを、外側に a のがくことびありま 
す。これはコッフにおたい水ををいだときまわりに水滴 
び巧くのと同じです。 < 

をいた巧でふさ取ってください。 

為まの苗晒やが晒が熱く巧じる 

S 巧防止バイフや放みパイフを内窟しているためで、を 
品の貯敵こは影蒲ありません。 


■じ(上のことをお讀べになり、それでも具をの悪いときは、すぐにお質い上げの販売風こご連絵くださし、。 


:とアつ々ーヴービス (必ずぉ読みくださし、) 


任專广つい了 ■ この商品は巧塞がきです。 

た*^ ■し 一^レ■し 保証ちは、所^を記入してお渡しし、たしまずので、記載の容をご確認し、ただき、 

大切に保存してくださしん 

なお、食品の補 製品修理); m の黃はご留放くださしん 

■保寄!が a は、お買い上げが S から1年巧でず。 

ただし、冷まサイクルは 5 年商です。なお、保飄巧碌中でもち料になることびありまずので、 

• 保証塞をよくお読みください。 

■ 0^ E « IIW ©« IW ) ira については、販売店にださい。 

修理によって觀が雑持でさる場掛ホ、お客様のご巧望により有料傲®いたします。 

当浊ま、巧売店からのま文により、巧«巧性を巧売ちに供捨しまず。_ 

アフターサービスで 

お貢し)上げの旗売店か巧胞(黄を用紙、「ご^^1?^口一巧勃)のごお談お〇こお問いさわせくだ 

お困りの場台は さし、 _ 

マ..一 こお居により、お買し、上げの販売店のアフターヴービスを受けられなくなる場合は、前もって 

お居されるときは 蔽號にな鶴 K ださし、 

ご転居先での、曰立の家ち品取扱店を巧かさせていただきまず。 


满修用な能部品の ？の冷が爲識賀は、瞧職御がず。 

朽貝し 一 >レ、仁 _せ能部品とは、その装岳能をが持ずるためにがおなが品です。 

日立家電尉こついてのご相蒙や修理はお買上げの販売店へ 

_なお、転居されたり、贈苗でし)たた•いたをのの修理などで:、 :ご不贈な点はで記窓白にご相談ください。 _ 

修理などアフターグービスに巧ずるご4^は ~~巧品情報やお巧り扱いについてのご相談は 

MM 0120—312168 なみ 0120—3121—11 

♦フリーダイヤルされますと、おさなの地域を担当ずるセンターへおつなぞしまず。 

巧敦毒を!家電品についてのご憲見やご妄まはき腿のお客様相談センターへ 


化あ道腿 

011 -833-5088 

鏡市白石区热=1巧2を4- 1-10 

お化駆 

022-232-5088 

牠台市宮巧運?区扇町1 - 1 -4 已 

関巧-甲信巧地区 

03-3834-8588 

台巧区東上巧2 -7-5( 日な家ち上巧ピル） 

中部地区 

〇已 2-795-5088 

名を屋市巧山市宮の5已(日立巧ち巧山ピル)、 

関西地区 

078-43 1 -5088 

神戸市巧灘区甲南町1 -3-8 

や国地区 

082-231-5088 

広島巧西区揉音新® J 1-7-17 

四国地区 

0877-47-1088 

お化巿林田81428己一143 


参ご相談お口の名称、所在地等は巧更になることがありまずのでご了承ください。 







